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群馬県立自然史博物館 
設備更新型ＥＳＣＯプロジェクト 

 Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｓｈｅｅｔ 

  ESCO導入効果 2 

  プロジェクトの概要 

●サービス種別 ： 設備更新型ＥＳＣＯサービス 

●契約方式 ： シェアード・セイビングス契約 

●契約期間 ： 2014年4月～2027年3月（13年間） 
●事業フォーメーション 

  お客さま：群馬県 

  事業・設計役割： ＪＦＳ 

  空調・電気設備： 株式会社 ヤマト  

  その他役割：三菱ＵＦＪリース 

※お客さまの敬称については省略させていただいております。 

施設概要 建物用途 ： 博物館    延床面積：12,122ｍ2 

       竣工年月 ： 1996年 

       建物規模 ： 地上2階（一部3階） 地下1階               

3    導入した主な省エネルギーシステム 4 

【空調設備】 
●空調負荷の削減 

●高効率空冷ヒートポンプチラーを用いた水蓄熱式空調システムの導入 

●収蔵庫用ＰＡＣの高効率化（更新） 
●VAV・VWV制御の採用 

【中央監視設備】 
●設備更新および遠隔監視装置の導入 

【電気設備】 
●LED照明による照明器具の高効率化 

●太陽光発電の導入 

【その他の設備】 
●太陽光発電の導入、節水器具の導入 

 

      本プロジェクトの特長 

 空調負荷低減、高効率空冷ヒートポンプチラーを 

 用いた水蓄熱、収蔵庫用ＰＡＣの更新、二次ポンプ・ 
 空調機ファンの変流量制御、照明器具の高効率化、 

 節水器具の導入、窓ガラスの断熱強化、太陽光発電 

 など「建築・空調・照明・衛生」建物全体で省エネル 

 ギーを実現しています。 

国土交通省補助金を活用   
   ※平成24年度 住宅・建築物省エネ改修等緊急推進事業 

群馬県立自然史博物館 

1 
群馬県庁の事業公募においてＪＦＳグループの 

提案が最優秀提案者に選ばれました。  

 

01 

02 

03 

※ESCO導入効果は契約時（H25.9） 

現状レベルを
40%以上こえ
る改善効果 



群馬県立自然史博物館における省エネルギー改修
■ 計画・設計・効果検証
■ 計画
■ 制御施工・検証

：日本ファシリティ・ソリューション株式会社
：群馬県立自然史博物館
：ジョンソンコントロールズ株式会社

■ 計画・設計・施工・維持管理
■ 機器・検証

：株式会社ヤマト
：日立アプライアンス株式会社

■ 計画・設計・効果検証
■ 計画
■ 制御施工・検証

：日本ファシリティ・ソリューション株式会社
：群馬県立自然史博物館
：ジョンソンコントロールズ株式会社

■ 計画・設計・施工・維持管理
■ 機器・検証

：株式会社ヤマト
：日立アプライアンス株式会社

群馬県立自然史博物館における省エネルギー改修

「第5回空気調和・衛生工学会　特別賞リニューアル賞」受賞

　群馬県立自然史博物館は、関東でも有数の自然史を扱う大規模博物館であり、
地域の自然学習に大きく貢献している。一方、温室効果ガス排出量の削減が喫緊
の課題となっており、大幅な削減が期待された。そこで、経年劣化による単純更新
リニューアルではなく、ESCO事業を活用して建物全体で総合的な省エネルギー
対策を計画し大幅なCO2排出量削減及びエネルギー消費量削減を目指した。

①空調負荷（外気・日射・照明・再熱等）を削減し、熱源システムを無駄なく更新
②蓄熱システムを採用することで、高効率化と電力デマンド抑制を両立
③既設空調機を再利用して、大温度差仕様へ改修
④搬送動力低減のため二次側回路を密閉化。各種ポンプ、空調機ファンはINV化
⑤展示用照明も演色性に配慮しながらLED化。自然エネルギー利用や節水にも配慮 
⑥緊急対応・チューニング・効果検証に遠隔監視を活用し、サービス期間中の確実な設備
運転管理・省エネルギー管理を実現

計画概要計画1

改修前の一次エネルギー消費量と内訳

チラー前面では、恐竜パネルがお出迎え

改修前 削減目標

約8割が
改修対象範囲

コンセント・
その他
18%

空調・
換気
15%

収蔵庫
パッケージ
16%

熱源
28%

照明
21%

背景と改修コンセプト

実施設計・施工概要実施2

長期間空調停止できない収蔵庫パッケージエアコンの更新

改修後の熱源システム概要

一次エネルギー消費量を40％以上削減

ピーク電力を約50%削減

施設営業への影響を考慮し、3DCG、3DCADを積極的に活用

既設空調機の大温度差利用蓄熱槽の新規築造 来館者へ取組をPR配管・ポンプ類の工場加工

展示室照明設備のLED化

改修前のエネルギー消費状況と削減目標の設定改修前のエネルギー消費状況と削減目標の設定

改修計画の全体概要

■仮設計測器を用いて実施前詳細調査を行い、設計・施工・
　運転管理に活用

■再熱負荷削減により冷温水切替式へ
■空冷HPチラーと蓄熱槽を組合せ、高効率化と電力デマンド
抑制を両立

■大温度差仕様とすることで、蓄熱槽容量を小型化。
　また、経済性を考慮し、2槽構造の温度成層型を採用
■空冷HPチラーは夜間蓄熱運転中心のため定速型を採用
■蓄・放熱系統の配管を統合し、合理的な配管システムを実現

■設計内容の可視化により設備の取合い・納まり調整を行い、改修工事を円滑化
■工事中の施設営業への影響や、改修後の景観イメージにも活用

■施工時の影響・景観・既設機械室との距離を
鑑み、建物西側の緑地に新規築造

■空冷HPチラーは蓄熱槽の上部に、ポンプ類
は地下に設置し、設置スペースを縮小

■1年目の運転実績を踏まえ、チューニングを実施
　⇒2年目の冷水システムCOP、及び夜間移行率が向上

■空調機は既設再利用しながら、
冷水コイルと温水コイルを直列
接続し、大温度差を実現

■自社加工工場（㈱ヤ
マト）を利用し、品質
の均一化と工期短
縮を実現

■学芸員と協力し、演色性に配慮しながら、
高効率化を実現

■来客者へも認知してもらうため、 
積極的にアピール

■バイパスダクトの新設により更新機以外の空調機により暫定空調
　⇒庫内の極端な温度変化を発生することなく更新を完了ステップ１ ステップ２ ステップ３

2012.4～2013.3 2013.4～2013.7 2013.8～2014.3
実施前調査 実施設計 施工
改修前エネルギー
消費量の詳細調査

施設運営・各種取り
合いを考慮した設計 開館しながらの工事

ステップ

内容

建物全体のエネルギー消費量建物３

水蓄熱式空調システムのチューニング
■誘導管の設置等により連続的な温度勾配を形成

連続的な温度プロフィール 搬送システムの効率向上

■改修後は制御を見直し、夏季、中間期における
　過剰な冷却→再熱を抑制することで消費電力を
削減

収蔵庫パッケージエアコンの高効率化
■館内展示室の90％以上を占めるハロゲン灯を
中心にLED化

その他の改修

導入設備別の運転実績と省エネルギー効果の評価導入4
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用　途

工　期

ESCO

群馬県立自然史博物館
群馬県富岡市上黒岩1674-1
1996年（改修工事着工時点で築17年）
博物館、ホール
延床面積 ：12,122㎡
敷地面積 ：18,120㎡
SRC造　地下1階/地上2階（一部3階）
2013年8月～2014年3月（8ヶ月）
シェアードセービングス　13年間
　　　　　　  （2014年4月より開始）

建物規模
・構造

一次エネルギー換算

CO2排出量

36,281GJ/年
（2,993MJ/㎡・年）
1,493t-CO2/年
（123kg-CO2/㎡・年）

14,625GJ/年

669tCO2/年

▲40.3%

▲44.9%

ポンプ
2%

「建築・空調・照明・衛生」を含む建物全体で
総合的な省エネルギー対策を追及

高効率空冷HPチラーを用いた
水蓄熱式空調システムの導入

二次ポンプ容量の低減と変流量制御

収蔵庫パッケージエアコンの高効率化

照明器具のLED化

節水器具の導入

窓ガラスの断熱強化
（熱線反射フィルム）

窓ガラスの断熱強化
（複層ガラス）

空調機の外気量制御・
変風量制御

照明器具のLED化

太陽光発電の導入

空調機の外気量制御・変風量制御・
除湿再熱負荷の削減

中央監視設備の更新
遠隔監視装置の導入

常設展示室

エントランス・廊下

文化ホール

企画展示室

1階：収蔵庫（液浸）
1階：収蔵庫（生物）
地階：収蔵庫（地学）

屋上
屋外機器置場

地階
機械室

屋外
新設機器置場

地階
空調機械室

入口
▼

1年 8ヶ月4ヶ月

３DCG

３DCAD

来 館 者 向けの
ヒートポンプ解説
パネルを設置

一次エネルギー削減量 ▲43.2％　▲15,659GJ/年

▲47.5％　▲708t-CO2/年CO2排出削減量

▲49.7%　▲639kWピーク電力削減量

システムCOP 改修前 0.5 → 改修後 1.0 （冷暖平均）

冷水システムCOP チューニング前 1.1 → 後 1.6

蓄熱効率 87% 夜間移行率 90%　 97%

【チューニング項目】
・蓄熱完了温度変更　　・チラー追掛け条件変更　　・チラー出口温度変更

▲35%▲35%■改修後 温水熱量（2015年度）
■改修前 温水熱量

■改修後 冷水熱量（2015年度）
■改修前 冷水熱量
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照明のLED化
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2015/7/24（放熱：冷水）2015/7/24（放熱：冷水）

設計温度 6 ー15℃
蓄熱槽効率 87%

設計温度 6 ー15℃
蓄熱槽効率 87%

・二次ポンプのインバータ化
・回路の密閉化による容量低減

4.4倍に向上4.4倍に向上

2.8倍に向上2.8倍に向上

・空調機ファンのインバータ化

▲87%削減
（消費電力164 → 21kW）

■来館者の使用頻度の高い手洗い、トイレを中心に
節水器具を導入

節水器具の導入 ▲31%削減

■既設冷却塔撤去した屋上に設置
　館内には発電量モニター設置し、来館者にアピール
太陽光発電の導入

（10kW） 12,363kWh/年発電

ACP-1-3 ACP-1-4 ACP-1-5

■加湿器
■ヒータ
■圧縮機

消費電力量▲26.1%削減
（3台合計）

消費電力量▲26.1%削減
（3台合計）

温度差 5℃→10℃

CS　7℃ CR　12℃HS　55℃ HR　50.8℃

冷温同時取出型
ガス吸収式冷温水機×2台

CHS　7/45℃ CHR　16/36℃

水蓄熱槽
2槽 計645㎥

空冷ヒートポンプチラー
265kW×4台

R-1-1

R-1-2

R-1-3

R-1-4

R-1
950kW

R-2
950kW

AHU・FCUへ
（博物館系・ホール系）

AHU・FCUへ
（博物館系・ホール系）

HSH-2

HSH-1

CSH-2

CSH-1

CRH-2

CRH-1

HRH-2

HRH-1

CHSH-11 CHRH-12

CHRH-11CSH-1

既設撤去
新規新設

バイパスダクトの設置により、3系統へ空調可能。
冬季に更新することで、必要能力も確保

ダンパー
閉

【1】

液浸系統 生物系統 地学系統
SA SA SA

既設PAC 既設PAC 既設PAC

ダンパー

バイパスダクトを整備して、各系統に
ダンパーを設置する

【2】

液浸系統 生物系統 地学系統
SA SA SA

既設PAC 既設PAC 既設PAC

このステップを繰り返すことで、
順次PACを更新していく

ダンパー
開

【3】

液浸系統 生物系統 地学系統
SA SA SA

新設PAC 既設PAC 既設PAC

■改修後 温水熱量（2015年度）
■改修前 温水熱量

■改修後 冷水熱量（2015年度）
■改修前 冷水熱量

改修前後で
冷温水システムCOPは
2倍改善

＜改修コンセプト＞

（2015年度実績）

（2015年度実績）

改修前後で
冷温水システムCOPは
2倍改善

（2015年度実績）

（2015年度実績）




